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子
育
て
支
援須恵っ子ルーム（定員 30人）

　夏休みなど長期休業中の留守家庭児童（小
学生）を対象とした子育て支援事業です。
　28年度から実施し、夏休み14人・春休み
31人と、参加が増えてきています。29年度
も引き続き、シルバー人材センターに委託し
て実施します。

子どもの
居場所づくり事業

プレミアム付
商品券発行事業
（商品券・住宅リフォーム券）

　地域振興に貢献する町内小売店・飲食店・事
業所で使用できるプレミアム付商品券（住宅
リフォーム券を含む）を発行します。
　地域の消費を喚

か ん き
起し、消費者の生活支援お

よび地域経済の活性化を図るため、福岡県の
交付金を活用して行う事業です。
　販売事務を須恵町商工会に委託し、町は、
プレミアム率分と事務経費を助成します。

発行詳細（予定）
● 販売総額（プレミアム分含まず）　
　 商品券　　　　7000万円
　 リフォーム券　7500万円
● プレミアム（割増し）率　20％
● 販売方法　専用ハガキでの申し込み
　　　　　　 （応募多数の場合は抽選）
● 抽選日　平成29年７月中旬予定

地
域
振
興

2999
万円

居場所づくり事業
60万円

　現在、第三小学校の空き教室を利用して保
育が行われています。年々、利用希望者が増
え、28年度は新一年生の待機児童が発生し
ました。
　旧アザレア幼児園にこにこルームの一部を
改修して第三学童保育所を移動し、定員の拡
充を図ります。

第三学童保育所
施設整備事業

1874
万円

さまざまなプログラムを実施

定員拡充に向けて

※昨年のポスターです。
今年度の販売内容とは異なります。
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佐谷浄水場～第二浄水場
緊急時用連絡管
布設工事

小学生の登下校情報
把握システム
「ツイタもん」導入

交
通

　緊急時に、安定した水道水の供給を図る
ため、佐谷浄水場から第二浄水場までの連
絡管を布設する工事です。
　27年度に着工し、本年度（３カ年）で完
了する予定です。29年度は、佐谷浄水場と
佐谷橋付近の２カ所にポンプ室を築造し、こ
れまでに埋設した連絡管と繋ぎ合わせます。

※業者により無償で提供されるため、予算計上はありません。

　児童の登下校状況を把握するシステムです。
　児童のカバン等にタグを付け、校門を通
過することで、確認ができる仕組みです。
監視カメラも設置され、子どもの様子が記
録されます。
　また、情報が必要な保護者には、有料で
メール通知をすることも可能です。

1億5180
万円

小学生の登下校情報 ※予算計上
なし

　須恵町コミュニティバスのルートを変更し
ます。

①新生公園ロータリー内にバス停設置
　西鉄バスとの結節点（乗継ぎ）としてロー
タリー内にバス停を設置します。
②県道志免須恵線にバス停設置（県と協議中）
　近年、小売店の進出が続いているため、
買物移動の利便性向上を目指し、県道志免
須恵線 ( 旅石地区 ) にバス停設置を検討して
います。

コミュニティバス
ルート変更

交
通

コミュニティバス
166
万円

もっと便利に（新生公園ロータリー）

緊急時にも対応
システムイメージ

（『ツイタもん』リーフレットより）

充実した施設に期待

防災拠点施設の
整備

　城山区公民館の建て替えに伴い、城山防災
会館（仮称）を建設します。
　公民館の機能とあわせて、地震や風水害な
どの災害時には、自主防災組織の活動拠点と
して活用できるよう、備蓄倉庫や資機材庫等
を整備する計画です。

8734
万円
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